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三早栽培の効果は高冷地では明かに大きいが．平坦地

でも早植栽培は出穂促進・増収効果が認められる．県南・

県北間の比較では，県南では稔実歩合は低下するが総粒

数の増加が増収の要因となっているのに対して，県北で

は現在の2本植程度の栽植密度では充分でないようで，

総粒数の増加は余り大きくなく，稔実歩合の向上が大き

く影欝して増収効果を示しているように思われる．土質

別での早植効果発現の差異は鉱質・腐植間で大差がなく

また地力排水条件の上位の由利郡本荘と排水不良の秋田

との比較でも明かな差は認められなかった．

7．三早栽培の病害虫発生相について

本田初期にはイネハモダリバェ・イネヒメハモダリパ

エ・ドpオイムシの発生が普通栽培に比し明かに多く且

つ早かった．また，県内各地の害虫の発生を見ると，三

早栽培にのみ発生する特殊な害虫はない．ただイネゾウ

ムシが普通栽培では従来発生の見られなかった場所で発

生が見られた．二化メイ虫の発生は全県的に頗著で従来

第3回　早楯と普通樵のドpオイムシ発生消長

防除の必要の認められなかった所も含めて全県的に防除

の必要のあること，ハモダリ・ドpオイムシは従来から

の要防除地帯においてその発生が顕著であり，ヒメハモ

ダリパェは全県的に水苗代よりも多く，年によっては注

意を要するであろうと思われる．

紋枯病については発生時期にはほとんど差がなく，そ

の後の病勢の伸展は早楯が著しい傾向を示した．

以上を綜括して，秋田県においては現在三早栽培が急

速に普及しつつあるが，三早栽培の本田での栽培法等未

だ解決を要する問題が多く，今後も更に研究を重ねて行

きたいと考えている．

砂丘地畑作に関す　る　研究
中　　村　　誠　　助

（山形県農試砂丘分場）

1．営農上からみた砂丘地の特徴

1．山形県の庄内砂丘は両校約8，000町，5200戸が砂

丘放業に従事しているが，作物地帯別にみると，果樹と

疏菜を主とする地帯が最も広範囲に分布し，疏菜を主体

とし甘藷・麦の作付地帯，次は雑穀・読菜および雑穀・

桑・疏菜の作付地帯に区分される．

果樹では平核無柿（庄内柿）が一番多く樹園として約

270町，就業は果菜頸・いも頸・葱焼・葉菜類・イチゴ・

アスパラガス・チューリップ等が主体となっている．栽

培面密の最も多いのは麦類の1，000町余，次は甘藷で，

家畜は豚が主で2戸に1頭の割で飼育されている．

2．砂丘地は農耕上普通畑ではまねの出来ない有利な

点もあって，この利点を利用すれば可成り収益を高める

ことが出来る．例えば春先の高温を利用した促成とか，

疏菜苗の育乱　また果菜類の青枯病の少いこと，果実等

も概して早熟で甘味が多く，色沢が鮮明なので市場性が

高い．

3．一般に栽培作物中冬作物の作柄は安定している

が，夏作物は不安定な状態におかれている．その主な原

困は夏季の早書に起困するところが多い．例年7月中頃

から8月中は早天が持続するのが常である．

しかし，早幸といっても砂丘地の場合は，土壌水分の

減少に由来するはかりでなく，桓射熱による砂表面の気

層内と，浅い砂層内の温度が激甚となって障害を及ぼし

ている．この影響も地皮画から地上および地下20～30e爪

ともなれは，ほとんど影響を受けないところに特徴があ

る．

4．一方砂丘土壌は0．2～1〝の租砂が約90％をし

め，粘土のような微細粒子は非常に少く，従って窒素の

吸収係数も′j、さく保水力も劣る．以上の不利な点を補う

には有機物の補給と，畑地渾漑に侠つところが多い．

2．草書防止の耕作法

早害防止には畑地渾漑が最も有効ではあるが，全面群

に実施は困難であり従って，辛苦防止を主軸とした耕種

法の確立が先決であろう．

それで品種並びに耕種要因と，早番との関係試験の結

果を綜合すると次のようである．

1．品種関係　　栽培上の要点は初期生育の促進をは

かり，早天期までに根因を確保し，早天に対処する作物

の姿を整えておくことである．生育促進というと地上部
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の伸長を意味するようであるが，むしろ地下部の発達が

肝要であり，優良品種もこのような型のものが多い．草

型からみると概して晩生，草丈高く葉が細く，しかも濃

緑で葉に欠刻の多い品種，果や粒は小形のものがすぐれ

ている偵向がある．

2．播種期との関係　草書の程度は花芽の分化期頃

から豊熟期にかけて甚しく，生殖生長移行前には同一早

天に透過しても軽微である．例えば大豆は砂丘地では早

害を受け易いが，播種期を6月中・下旬とし，砂丘地の

秋の温暖な気候を利用し，品種の関連性をもたせると．

早天年でも可成り安定した作柄が得られる．

3．栽培密度との関係　砂丘地では一株の能力に期

待し得ないので，勢い面讃当りの本数を増さねばならな

い．そうなると株間の水分争奪が起り早害を受け易い．

そこで同一本数の場合．睦間を広め株間を短縮した方が

棍群の分布範囲も広くなり，草書の橿度も軽微で収量ま

さる．しかし，渾漑した場合にはこれとは逆の頼向を辿

る．

4・地表被覆との関係　麦梓等による地表被覆は，

土壌水分の逸散および地温上昇防止の効果は顕著であっ

て，増収が期待し得る．しかし，その影響は地下10用位

までの層であるので，早天持続の場合にはこれのみでは

効果がうすれてくる．従って積極的な浦水を併用するこ

とにより，一周効果をあげることが出来る．

5．有機物の施用方法並びに耕起の深浅との関係

堆厩肥を播条下に施すと，早天に際し毛管水分が遮断さ

れ一層早害を被り易い．従って有機物は播種前に側方施

用方法をとり，さらに播種前の深耕（心土耕）を併せ行

い早期に板圏を張らせることは，早専防止技術として極

めて重要である．

6．作吐法との関係　低睦は地温並びに土壌水分は

有利な条件にあるが，生育相は必ずしもこれに伴わな

い．すなわち仮睡は初期生育は極めて良好であるが，中

・後期には土壌の固結度が高くなるので，浅根で根圏が

狭くなり一旦早天に遭遇すると，平睦・高瞳より早幸の

度が甚大となる．このことは普通畑とは可成り趣を異に

する点であろう．

低畦栽培の環境の有利性をいかすには，特に探耕と有

機物施用が伴わなければならない．甘藷を除き多くの作

物は平畦を可とし，夏作物・冬作物を通じ以上の関係は

同様である．

7．瞳の方向との関係　地温は高睦・低畦を通じ草

生の場合でも，南北瞳は東西畦より日中高温を示すが，

土壌水分は東西畦の万が多い．しかし，この関係も草生

の場合には地下20川になると明瞭を欠いてくる．

それで甘藷は高睦の南北畦が多収を示し，大豆のよう

な早害に弱い作物は東西睦を有利とする．畦の高低・方

向は早春の促成栽培では著しい影響をもたらす．

8．肥料要素並びに用量との関係　　読菜およびいも

類は窒素・加里の肥効が著しく，麦・なたね・大豆等は

窒素・燐酸の肥効が大きい．しかし，作物に応じた要素

の均衡を失う施肥法は早雲を受け易くなる．

また窒素多用あるいは多肥栽培は却って正常な発育を

阻等し，草書の影響極めて大きく収量の減退をきたす．

3．砂丘地に遭する繚飼料作物

1．唯厩肥の重要なことは痛感されるがその給源に乏

しい．現在有機物源としては稲藁・麦梓・松の落葉・都

市の塵芥・甘藷の茎葉等が主なるものである．それで家

畜との関連ある経営を推進すべきは当然であるが，それ

を補う上からも緑飼料の栽培が重視される．

そこで，これまで49種の作物を春蒔・秋時となし試験

した結果，砂丘既耕地の飼料作物としてはオーチャー

ド・トールオート・イタリアソライ・ケンタッキー31フ

ェスキ1－・ラデノクローバー等が適し，麦頸・べッチ

タンジャピー・パールミレット・落花生・甘譜の茎葉等

が時期別作物の釣込み緑肥として有望である．

2・春時は雑草の繁茂と生育初期の乾燥に妨げられ，

欠株を生じ易く生育も思わしくないので，秋蒔にする方

が確実性がある，

3．飼料作物ではオーチヤードが最も生草畳多く，ト

ーモロコシは早天に弱いので7月中頃までに刈取りを終

るようにすることが大切である．ラブグラスは早魅には

強いが既耕地では生革量が少い．パールミレットは再生

力が旺盛なので渚水を伴えば，疏菜類の被覆作物として

有望である．

4．釧巴の作付様式は麦類・タンヂャピーのような冬

作物を，■夏作物の間作あるいは単独栽培にした方が，水

分の争奪も起らず確実性がある．

4．繚把の周知

1．供用土壌は地下1．50mの原土を用い，肥料成分を

同一にして，無機質と有機質を比較した小麦の6カ年の

成績では，捌巴（落花生茎葉）および厩肥の効果は著し

く，無機質区に比し年とともに収量の高まる傾向がみら

れる．

2．残効をみるために小麦収穫後（試験実施6年日）

に，大豆を無肥料で栽培した結果，緑肥区は民肥区（既
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肥中の窒素は3割を見込む）に多少劣るが，金肥区に較

べて約4～5倍の増収を示している．また早天時の土壌

水分および腐植の含量も，緑肥区は厩肥区に匹敵し，金

痍劾検定（尖重曹鮎嘉蒜）

備考‥1，線肥・厩肥は各300貫
2，小麦栽培時の供用成分はN2．44質．p2．
25乱　K2．71文とし，落花生の茎葉の成分
量はNO．5％，P1％，KO．4％とみなし
1た．

6年目の腐植並びに土壌水分

。∴1■i
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備考：1，土壌水分は早天持続36日日で，大豆の株
の側方10印の場所．

2，試験実施前の原土は腐植0．983％，全窒
素0．091％である．

肥区よりまきっている．

5．潅漑と緑肥施用効果

1．同一土地に茄子・大麦・大豆・甘藷の輪作様式に

より，浦漑を伴った施肥量・有機物の種類（緑肥・厩肥・

一年堆積した松葉）と量（300貫・600貫）・土壌の肥痔

状態（普通土・原土）等の条件と作柄との関係を試験し

た結果では．大麦を除き渚漑と無渾漑との収量は明かに

有意差を生じ，しかも描漑に伴う施肥量増加の渾漑効果

は極めて大きい．

同成分量であっても無機質だけの区より．有機質を施

用した区がさらに増収効果が頗著である．

2．例えは茄子の描漑期間（8月1日～9月3日，間

断日数2臥1回渾水量10柑）の無滞漑区に対する増収

率は3要素普通肥は64％・3要素倍量肥88％・緑肥300

貫区（成分量は倍量肥と同様）100％・厩肥300貫は91％

であった．

3．施用有機物間では緑肥区と厩肥区は生育・収量に

おいて差異を認め難く，松葉区は劣る．以上の関係は4

作物を通じ，渾漑・無渾漑の有無，普通土・原土区とも

一致した傾向である．

試験実施3年日（第4作）の甘藷は，普通土および原

土，また渾漑・無渚漑を通じ　緑肥および厩肥の600貫

区が始めて最高収量を示した．これは作物の関係もあろ

うが腐植の増加に伴って，作物による根群の状態と，土

壌水分との関係が影響するもののようである．

泥炭地水田土壌の特性と水稲生育阻害性

滝　　嶋　　康　　夫

（宮城県農試岩沼試験地）

東北地方を主体とする内地泥炭地は主として下層に低

位泥炭層を伴う場合が多く，その上に沖積土を被り黒泥

土と火山灰土の性格を併持していると考えられる．面積

は内地不良土として改良の対象となっているのが11万町

歩，その大半は東北地方に分布し中でも宮城県は2万町

歩に及び，水田全面敏の20％に達している．

以下述べる所は水田土壌の特性と阻害性の要因を主と

し，土壌生産力の推移・肥料効果更に土壌改良の諸問題に

ついては別の機会に譲ることにした．なお各項目に関し

詳細は年次成績苔及び末尾の引用報告を参照されたい．

1．泥炭地水田の定義と土壌分類

北海道の高位泥炭地と異り水田表層から泥炭の出現す

ることは稀である．従って有機物含量50％以上を泥炭土

とし，これが表層20cm以上を占める場合を泥炭地と規

定する既往の定義では狭すぎるので，土壌改良対象とし

ての広義の解釈をなし次の如く定義した．1・27）

「泥炭地水田とは地表から50cm以内に泥炭層または

泥炭を含む果泥層を有し，その土壌地力の不良性や有害

物質の生成によって水稲生産が阻害されている水田であ

る」．

宮城県内の代表的泥炭地水田につき，土壌調査・分析

を行い3），泥炭層出現の位置（0′、ノ30cm）・層の厚薄

（30cm限界）から次の5型に類別し，それぞれの特性

を検討した．2・7）


